
第３６号議案 

令和４年度加東市一般会計補正予算（第１号） 

 令和４年度加東市の一般会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２６１，６３６千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２３，７１１，６３６千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  令和４年６月３日提出 

加東市長 岩 根  正 







（変更） （単位　千円）

第 ２ 表 地 方 債 補 正

起債の方法

補正前と同
じ

利率

合併特例
事 業

 普通貸借
 又は
 証券発行

（他の地方
公共団体と
の共同発行
を含む。）

 4.0%以内

　ただし、
利率見直し
方式で借り
入れる政府
資金及び地
方公共団体
金融機構資
金につい
て、利率見
直しを行っ
た後におい
ては、当該
見直し後の
利率とす
る。

　政府資金
について
は、その融
資条件によ
り、その他
の場合は債
権者と協定
するところ
による。
　ただし、
市財政の都
合により据
置期間若し
くは償還期
限を短縮
し、繰上償
還し、又は
低利に借換
えすること
ができる。

補正前と同
じ

補正前と同
じ

起債の目的
償還の方法

1,631,400

起債の方法利率 償還の方法 限度額

補 正 前 補 正 後

限度額

1,700,800
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1　主な歳出補正予算の概要

（単位  千円）

1,300 0

長谷地区の公民館活動用備品購入事業が、（一
財）自治総合センターのコミュニティ助成事業に
採択されたことに伴い、同助成金を交付します。

財源：諸収入【コミュニティ助成事業助成金】
1,300千円（補助率10/10）

P8～9 コミュニティ推進事業 1,300

年度に債務負担行為を設定した小中学校の児童生徒用机椅子購入が完了したことによる備品購入費の減などで教育費を１６，３３１千円減額する一

方、ＮＰＯ法人等に対する生活困窮者自立支援機能強化事業補助金や子育て世帯生活支援特別給付金給付事業の追加などで民生費を９８，５１８千

円、原油価格等高騰対策に係る補助金の創設や新しい観光の推進に係る事業費などで商工費を２４５，１９５千円増額するなど、合計で２６１，６

３６千円の増額補正といたします。

事項別
明細書

事業名 補正額
補正額の財源内訳

補正概要
国県支出金 地方債 その他 一般財源

　歳出予算では、まちの拠点施設整備事業が令和３年度国の補正予算で採択されたことに伴う事業費の減などで総務費を７６，２７７千円、令和３

　令和４年度加東市一般会計補正予算（第１号）は、国において令和４年４月２８日に「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」に係る予備費の使用

が閣議決定されたことを受け、低所得の子育て世帯に対する給付金を支給するための事業費などを追加するとともに、市内事業者の光熱費及び燃料

購入費に係る補助金を創設するほか、ＡＲ技術の活用やシェアサイクル及び電動キックボードの貸出しサービス等による新しい観光を推進するため

の事業費などを計上する補正予算を編成いたしました。

　補正予算の規模は、２６１，６３６千円の増額とし、一般会計の総額を２３，７１１，６３６千円といたします。

　歳入予算では、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業に係る交付金や、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の追加などで国庫支

出金を３７９，９９９千円、商店街お買い物キャンペーン事業補助金などで県支出金を３９，１５３千円増額する一方、まちの拠点施設整備事業が

令和３年度国の補正予算で国庫補助事業として採択されたことに伴い市債を６９，４００千円減額し、歳入歳出額調整のため財政調整基金繰入金で

繰入金を８９，９４６千円減額するなど、合計で２６１，６３６千円の増額補正といたします。
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事項別
明細書

事業名 補正額
補正額の財源内訳

補正概要
国県支出金 地方債 その他 一般財源

0

原油価格や物価の高騰に直面する市内事業者の事
業継続を支援するため、光熱費及び燃料購入費の
一部を助成します。（1事業者当たり最大50万円）
＜資料No.3＞

財源：国庫支出金【新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金】155,755千円

P12～13
原油価格等高騰緊急経済対策事
業

155,755 155,755

0

［国緊急対策関連］
児童扶養手当受給者等のひとり親世帯や、住民税
均等割が非課税の子育て世帯を対象に、児童1人当
たり5万円を支給します。＜資料No.1＞

財源：国庫支出金【子育て世帯生活支援特別給付
金給付事業事業費交付金】50,500千円（補助率：
10/10）、【子育て世帯生活支援特別給付金給付事
業事務費交付金】3,300千円（補助率：10/10）

P12～13 雇用促進事業 12,675 12,675 0

オンラインによる採用活動を開始する市内の中小
企業者に対して、「人材確保事業支援補助金」を
交付します。（1事業者当たり最大50万円）＜資料
No.2＞

財源：国庫支出金【新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金】12,675千円

P10～11
子育て世帯生活支援特別給付金
給付事業

53,800 53,800

P8～9 生活困窮者自立支援事業 2,576 2,576 0

［国緊急対策関連］
コロナ禍における物価高騰等に直面する生活困窮
者の支援に取り組むＮＰＯ法人等の団体に対し、1
団体当たり最大50万円の補助金を交付します。

財源：県支出金【新型コロナウイルス感染症セー
フティネット強化事業補助金】2,576千円（補助
率：10/10）
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事項別
明細書

事業名 補正額
補正額の財源内訳

補正概要
国県支出金 地方債 その他 一般財源

3密を避けることができ、環境に配慮した新しい観
光スタイルとして注目されているシェアサイクル
や、電動キックボードの貸出しによる観光サービ
スを提供することで、市内周遊の仕掛けを強化
し、観光客増加を図ります。＜資料No.4＞

事業費：保険料64千円、観光振興事業委託料1,220
千円、自動車借上料330千円、工事請負費3,220千
円、備品購入費9,448千円、観光協会補助金1,670
千円
財源：国庫支出金【新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金】15,952千円

22,660 22,660 0

フットパスやサイクリング等の新しい観光スタイ
ルと組み合わせることもでき、デジタル技術を活
用した新しい観光コンテンツであるＡＲ事業を拡
充し、ＡＲスポットの追加や、ＡＲ画像を利用し
たオリジナルデザインのマンホール設置など、市
内周遊の仕掛けを強化し、観光客増加を図りま
す。＜資料No.5＞

事業費：観光振興事業委託料19,360千円、工事請
負費3,300千円
財源：国庫支出金【新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金】22,660千円

P14～15 新しい観光推進事業

15,952 15,952 0

P12～15
新型コロナウイルス感染症対策
商品券事業

46,700 46,700 0

地域商業の活性化を図るため、市内の商店街等が
取り組むポイントシール事業に対する補助金を交
付します。

事業費：46,000千円、事務費：700千円
財源：国庫支出金【新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金】15,330千円、県支出金
【商店街お買い物キャンペーン事業補助金】
31,370千円（事業費分30,670千円（補助率：
2/3）、事務費分700千円）
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事項別
明細書

事業名 補正額
補正額の財源内訳

補正概要
国県支出金 地方債 その他 一般財源

P14～17 小中一貫校整備事業

計 △ 7,233 0 0 0

△ 12,183

4,950

計 48,420 48,420 0 0

0

新しい観光コンテンツであるＡＲの配置を網羅し
た観光マップ、並びにフットパス及びサイクリン
グ等のウィズコロナ時代・脱炭素化時代の新しい
観光スタイルを前面に押し出した観光ガイドブッ
クを新たに作成します。

事業費：観光振興事業委託料9,808千円
財源：国庫支出金【新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金】9,808千円

△ 7,233

△ 12,183
社地域小中一貫校整備事業において、土壌汚染対
策法に基づく地歴調査及び土壌汚染調査が不要と
なったため、調査委託料を減額します。

4,950

東条学園小中学校新校舎において、気温の上昇に
伴い発生した非常に小さな虫が換気口から吸引さ
れ、教室内に死骸が散乱する事態が生じているこ
とから、換気設備に虫侵入防止ユニットを設置し
ます。

0

9,808 9,808P14～15 新しい観光推進事業
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資料No.1厚生労働省資料
（令和4年4月28日時点）



新型コロナウイルス感染症緊急経済対策

人材確保事業支援補助金 

新型コロナウイルス感染症の影響により、現在、企業の採用活動はオンラインが主流とな

っています。しかし、オンラインによる採用活動ができていない企業は、学生にアピールす

る機会が少なくなり、学生も企業への理解が深められず、企業の採用活動や学生の就職活動

に影響を及ぼしています。

そのため、市内の中小企業者の人材確保と学生、ＵＪＩターン希望者等の市内就職の促進

を目的として、オンラインによる採用活動に今年度から新たに取り組む事業者に対し、事業

に要する経費の一部を助成します。

１．補助対象事業者 

中小企業基本法第２条第１項各号に該当し、市内に事業所を有する中小企業者 

２．補助内容 

※次の①から④までの各費用の補助限度額は２５万円です。

※①採用活動のオンライン化（設備導入費用）のみの申請はできません。

   ①採用活動のオンライン化

Ｗｅｂ会議システムやＷｅｂ面接ツールを導入する際の情報通信機器や必要と

なる周辺機器の購入費用を対象としています。

   ②合同企業説明会への出展

   ③就職・転職サイトへの会社情報掲載

  学生や転職希望者、求職者を対象とした就職情報の提供及び企業の採用活動を目

的として開設されたサイトを指します。

   例）新卒サイト：マイナビ、リクナビ

     転職サイト：マイナビ転職、リクナビＮＥＸＴ など

 ④自社採用ホームページの新規作成・改修

３．補助率 

  補助対象経費の２分の１

  １事業者当たりの補助上限額５０万円

４．申請回数 

  １事業者につき１回限り

人材確保事業支援補助金 
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◎原油価格や物価の高騰に直面する事業者の事業継続を支援するため、 

事業者が使用した光熱費及び燃料購入費の一部を助成します。 

１．補助対象事業者 

①中小企業基本法第２条第１項各号に該当し、市内に事業所を有する中小企業者 

※農業法人（会社法の会社又は有限会社）、個人農家も中小企業者になります。 

 ②市内の農事組合法人又は集落営農組織  

２．補助対象要件 

令和４年３月以前から市内で事業活動を開始し、かつ、今後も事業を継続する意思

があること。 

※上記に加え、個人事業者は、補助対象となる事業（営業等・農業）収入が主たる収

入であること。（事業収入が、年金・給与・不動産収入等の合計を上回っている必要

があります。）  

３．補助対象経費 

  ①光熱費・・・市内にある事業所で使用される電気代、ガス代

  ②燃料購入費（販売目的の費用は対象外）

      ・・・市内にある事業所で使用されるガソリン、灯油、軽油、重油等 

４．補助金の額 

令和４年１月から令和４年９月までのうち任意の３か月分の光熱費及び燃料購入費

の合計額から、前年同時期分の合計額を差し引いた額（千円未満切り捨て）について

支給します。

■１事業者当たりの補助上限額５０万円 

※複数業種・複数店舗を経営する事業者であっても、１事業者となります。 

※１事業者につき、補助金の申請は１回限りとします。 

５．申請受付 

申請書類の配布
加東市ホームページからダウンロード

商工観光課・加東市商工会で配布

申 請 期 間
令和４年８月１日（月）から１０月１４日(金)まで

※当日消印有効

申 請 方 法 原則郵送による受付

６．受付事務について 

加東市商工会に業務を委託し、南山活性化支援施設（ミナクル）内に補助金事務局

を設置予定です。専用ダイヤルを設けて問い合わせに対応します。

原油価格等高騰緊急経済対策補助金 
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シェアサイクル・電動キックボード整備事業 

１．概要 

【シェアサイクル（電動アシスト自転車）】 

・利用者情報の登録が必要 

利用者：身長 145 ㎝以上 

設置台数：24台 

設置箇所：4か所 

貸出時間：6時～17時 

（返却は 17 時以降も可能） 

利用料金：時間毎 250 円、1日最大 2,000 円 

支払方法：スマホ決済（クレジット払い）、 

対応 IC カード 

その他：ネット接続・GPS 追跡 

【電動キックボード】 

・利用者情報の登録が必要 

利用者：体重 100kg 未満、要原付免許（道交法

で原動機付自転車に分類） 

設置台数：6台 

設置箇所：1か所 

貸出時間：9時～17時（返却時間も同じ） 

利用料金：時間毎 500 円 

支払方法：スマホ決済（クレジット払い） 

その他：ネット接続・GPS 追跡 

２．設置箇所位置図 
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フットパスやサイクリング等のウィズコロナ時代・脱炭素化時代の新しい観光スタイルと組み合

わせることができ、誘客・周遊を促す新しい観光コンテンツとして、加東市観光協会と連携し、

AR事業を展開しています。 

観光用アプリ「かとう観光ナビ」を活用して進めている「加東義経伝説ＡＲスタンプラリー」や

「まちなかＡＲ」といったAR事業に新コンテンツを追加するほか、ＡＲ画像を利用したオリジナル

デザインのマンホール設置など、市内周遊の仕掛けを強化し、観光客の増加を図ります。 

事業内訳 事業概要 

原画作成 ・新たに原画を作成し、主にARスタンプラリー 

事業に使用する。（12種程度作成予定） 

ARスポット（現行 15か所）

加東アート館前／滝野温泉ぽかぽ／闘竜灘／ 

滝野にぎわいプラザ／播州清水寺薬師堂／ 

播州清水寺根本中堂／播州清水寺大講堂／ 

平池公園／神結酒造／道の駅とうじょう／ 

やしろショッピングパークBio／佐保神社／ 

やしろ鴨川の郷／東条湖／掎鹿寺 

新規AR スポット（案） 

朝光寺／東条湖周辺／とどろき荘／光明寺／ 

バスターミナル／飲食店など 

※飲食店は、加東市の地場産品や名物を 

提供している店舗から選定する予定。 

３Ｄコンテンツ制作 ・寺院の秘仏などを３Ｄデータ化し、観光用アプリで閲覧できるようにす

る。（１０か所以上作成予定） 

アプリ用音声収録 
・市内の名所などを音声で解説する観光アプリ用の音声を収録する。 

マンホール設置 ・AR 周遊ルートやフットパスのルート上に、ＡＲ画像を利用したオリジナ

ルデザインのマンホールを作成・設置する。（６か所作成予定） 

・マンホールを設置後、マンホールカードを作成する。 

その他 ・SNS や新聞で事業広告を行うとともに、ＡＲ画像を利用したおみやげ

用パッケージなどを作成し PRする。 

・観光用アプリ改修 

Ａ Ｒ 技 術 と 観 光 用 ア プ リ を 活 用 し た 観 光 推 進 事 業  
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